安全衛生委員会規程（例）
（名   称）

第1条 この委員会は、● ●株式会社安全衛生委員会(以下「委員会」)という。

 (目   的)

第2条 この委員会は、安全衛生に関する次条の事項について、社長の諮問に応じ調査審議し、又、社長に意見を具申することを目的とする。

 (付議事項)

第３条  この委員会の付議事項は次のとおりとする。

1  従業員の災害防止、健康障害防止対策に関すること
2  災害発生原因及び再発防止に関すること
3  安全衛生に関する規定の作成に関すること
4 機械、器具、その設備又は原材料に係る危険・有害性等の調査及びその結果に基づき危険防止措置に関すること（機械等を新規又は変更する時、作業方法・作業手順を新規に作成及び変更する時及び機械等に係る危険性・有害性に変化が生じた時など）
5 安全衛生に関する計画の作成、実施、評価及び改善に関すること
6  安全衛生教育の実施計画の作成に関すること
7  健康診断の実施並びに実施結果及びその結果に基づく医師の処置等に対する対策の樹立に関すること
8  作業環境に関する調査、測定及び測定結果の評価に基づく対策の樹立に関すること
9  精神的健康を含めた健康保持増進のための活動計画に関すること

10  長時間労働による健康障害防止を図るための対策の樹立に関すること
11 労働基準監督署等から安全衛生に関して文書により、命令、指示、勧告又は指導を受けた事項に関すること
 (構   成)

第４条  この委員会は、次の１３名の委員で構成する。

           ① 総括安全衛生管理者、安全管理者、衛生管理者、産業医     各１名

           ② 従業員の中から社長が指名したもの                         ３名

           ③ 従業員の代表が推薦したもの                               ６名

 (委員会の議長)

第5条 この委員会の「議長」は総括安全衛生管理者である委員がこれにあたる。


 (議長の任務)

第６条     ① 議長は委員会を招集し、会議の開催並びに総括を行う。

           ② 議長は必要に応じて、付議事項に関連して、委員会の関係者の出席を求め

              う事ができる。

 (委員会の開催、定足数)

第6条 この委員会は、毎月１回以上開催するものとする（安衛則第23条）。開催日は原則として毎月○日とする（または、第○●曜日など）。

       ② この委員会の開催には、委員の三分の二以上の出席を必要とする。

（議   決）

第7条 この委員会の議決は、原則として全会一致とする。但し、議論を尽くしても全会

      一致に至らない時は、出席委員の過半数の同意により、決することが出来る。

（議 事 録）

第8条 この委員会の議事録は、議長が指名した事務局員が作成し、議長の承認を得て３

      年間保存する（根拠条文は、安衛則第23条第2項）。

（機密の保持）

第9条 この委員会に出席し、知り得た機密を漏洩してはならない。機密を要する事項

      は、その都度議長が指定する。

（委員の任期）

第１１条  委員の任期は１年とし、毎年４月に改選する。但し再選を妨げない。

（委員の補充）

第12条 委員に欠員を生じた時、補充委員を指名する。補充された委員の任期は前任者

        の残りの期間とする。

付    則

1、 この規則は、平成○年○月○日より施行する。

[ 注 ]

1、 衛生委員会規程は、本例の衛生に関する部分を参考に作成すればよい。

2、 安全衛生委員会、衛生委員会の構成については法で定められた要件を満たす必要がある。要件は次のとおりである。

1 奇数の人数で構成すること。

ａ，議長となる委員 １名

ｂ，ａ以外に会社が指名する委員

ｃ，労働組合又は労働者代表が推薦した委員

       イとウの委員は同数でなければならない

2 議長になる委員は、次の者を会社が指名することになる。

1、 総括安全衛生管理者

2、 アがいないところは、事業場の最高責任者、又はこれに準ずるもの

3 ｂの委員の中には次の者を入れる必要がある。

1、 安全管理者

2、 衛生管理者

3、 産業医

事業場側と労働者側が同人数でプラス議長1名で構成される。

	議　長

	総括安全衛生管理者

	事業場側選任
	労働者側選任

	安全管理者

衛生管理者

産業医

第4条の②

第4条の②

第4条の②
	第4条の③

第4条の③

第4条の③

第4条の③

第4条の③

第4条の③



[image: image1]
同人数である。若しくは労働者側が多い





取締役が望ましい。





例として構成員は13名





構成員数は奇数です。








